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。
大
阪
府
と
３
市
が
共
同
で
、
文

化
庁
に
提
案
し
た
の
は
、
07
年
の
こ
と

だ
。
そ
の
後
、
文
化
庁
と
の
協
議
や
有

識
者
へ
の
意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、
17

年
に
国
内
推
薦
が
決
定
。
18
年
１
月
に

ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦
書
を
提
出
し
、
９
月

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
世
界
遺
産
委
員

会
の
諮
問
機
関
）
に
よ
る
現
地
調
査
を

終
え
、
順
調
に
い
け
ば
、
19
年
夏
に
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

人
類
共
通
の
遺
産

　

そ
も
そ
も
世
界
遺
産
と
は
、
顕
著
な

普
遍
的
価
値
、
つ
ま
り
国
家
間
の
境
界

を
超
越
し
、
人
類
全
体
に
と
っ
て
現
代

お
よ
び
将
来
世
代
に
共
通
し
た
重
要
性
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大
阪
南
部
の
古
墳
群

　

大
阪
南
部
、
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤

井
寺
市
に
ま
た
が
る
「
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
」。
国
内
最
大
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
を
は
じ
め
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
多
数
の
古
墳
が
残
る
。

　

こ
の
貴
重
な
古
墳
群
を
世
界
遺
産
に

関西６府県で唯一世界遺産が所在しない大阪が、初の登録をめざす百舌鳥・古市古墳群。
巨大な前方後円墳 仁徳天皇陵古墳をはじめ多様な古墳の集積は世界的にも珍しい。
古墳群の価値や特徴、19年夏の登録に向けた取り組みについて、
百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録有識者会議メンバーで
大阪府立近つ飛鳥博物館名誉館長の白石太一郎さん、同推進本部
会議事務局の大阪府・犬伏威之さんと堺市・十河良和さんに聞いた。

を
持
つ
よ
う
な
、
傑
出
し
た
文
化
的
意

義
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
で
は
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
価
値
は
？

　
「
日
本
独
特
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳

で
あ
り
、
秦
の
始
皇
帝
陵
や
ク
フ
王
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
並
ぶ
、
最
大
規
模
の
王

墓
群
。
人
類
共
通
の
遺
産
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
」
と
、
当
初
か
ら
有
識

者
会
議
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き

た
白
石
さ
ん
は
語
る
。
そ
し
て
そ
の
価

値
は
、
古
代
日
本
の
政
治
や
文
化
を
知

る
上
で
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
点
に
あ
る
、
と
続
け
る
。

₂₀₁₉夏、世界遺産登録をめざす
「百舌鳥・古市古墳群」世界3大墳墓比較
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敵
対
し
て
い
た
百
済
か
ら
の
要
請
で
、

朝
鮮
出
兵
を
決
め
る
。
東
ア
ジ
ア
情
勢

が
変
化
す
る
な
か
、
邪
馬
台
国
か
ら
続

く
古
い
呪
術
的
性
格
の
強
い
大
和
の
王

権
で
は
対
応
が
難
し
い
。
朝
鮮
半
島
と

の
外
交
・
交
易
を
担
っ
て
い
た
大
阪
南

部
の
勢
力
に
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
移
っ
た
の
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
日
本
の
文
明
開
化

　

巨
大
墳
墓
は
中
国
も
朝
鮮
諸
国
も
都

に
集
中
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
各
地

に
見
ら
れ
る
。
百
舌
鳥
エ
リ
ア
で
５
世

紀
初
め
に
造
営
さ
れ
た
国
内
３
位
の
規

模
の
履
中
天
皇
陵
古
墳
と
、
岡
山
県
の

造
山
古
墳
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
・
同
規
模

で
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
は
朝
鮮
出
兵

が
畿
内
だ
け
で
な
く
首
長
連
合
と
し
て

各
地
の
首
長
の
力
を
も
借
り
て
行
わ
れ

築造当時復元図　上／百舌鳥エリア 下／古市エリア 提供 ： 堺市

応神天皇陵古墳 提供 ： 堺市

百舌鳥・古市古墳群への理解促進のため講演活動を行う
有識者メンバーの白石さん 提供 ： 大阪府立近つ飛鳥博物館

4世紀の日本と朝鮮半島

履
り

中
ちゅう

天皇陵古墳 提供 ： 堺市

古
墳
と
ヤ
マ
ト
政
権

　

古
墳
の
造
営
は
ヤ
マ
ト
政
権
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
３
世
紀
半
ば
か
ら
４

世
紀
半
ば
ま
で
の
巨
大
な
王
墓
は
、
す

べ
て
奈
良
盆
地
東
南
部
に
集
中
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
４
世
紀
末
か
ら
６
世
紀
、

さ
ら
に
大
き
な
古
墳
が
大
阪
南
部
に
つ

く
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、現
在
の
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
だ
。
そ
の
巨
大
前
方
後
円

墳
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
造
営
時
期

に
お
け
る
最
大
規
模
を
誇
り
、
王
墓
と

み
て
間
違
い
な
い
。
周
囲
に
は
、
臣
属

た
こ
と
を
示
し
、
地
方
の
豪
族
に
も
王

墓
と
同
規
模
の
古
墳
造
営
を
認
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
事
情
を
現
し
て
い
る
。

　

副
葬
品
に
も
特
徴
が
あ
る
。
当
時
、

渡
来
人
が
多
様
な
技
術
や
文
化
を
伝
え

た
。
応
神
天
皇
陵
古
墳
の
陪
塚
（
誉
田

丸
山
古
墳
）
か
ら
出
土
し
た
金
銅
装
馬

具
類
な
ど
は
、
そ
れ
以
前
の
大
和
の
王

墓
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
魏
志
倭

人
伝
に
「
牛
馬
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
古
く
日
本
に
牛
馬
は
お
ら
ず
、

朝
鮮
出
兵
に
際
し
同
盟
国
で
あ
る
百
済

か
ら
多
く
の
技
術
者
が
渡
り
、
馬
・
馬

具
の
生
産
、
乗
馬
の
技
術
を
伝
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
陶
器
技
術
の
伝
来
も
こ

の
時
代
だ
。
そ
れ
ま
で
弥
生
土
器
の
流

れ
を
汲
む
土
師
器
し
か
作
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
窯
を
使
っ
て

１
０
０
０
℃
以
上
の
高
温
で
焼
く
技
術

が
伝
わ
り
須
恵
器
生
産
が
始
ま
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
が
、
中
央
集
権
体
制
で

な
く
、
首
長
連
合
体
制
で
あ
っ
た
こ
と
、

東
ア
ジ
ア
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
「
文

明
開
化
」が
進
ん
だ
こ
と

百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
は
、
そ
ん
な
古
代
日
本
の

歴
史
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
遺
産

だ
、
と
白
石
さ
ん
は
語
る
。

災
害
に
耐
え
、次
の
世
代
に

　

さ
る
９
月
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
現
地
調

査
で
は
、
申
請
し
て
い
る
49
基
の
古
墳

の
保
存
状
況
な
ど
を
１
週
間
か
け
て
確

認
。
19
年
５
月
頃
「
登
録
」
勧
告
が
な

さ
れ
れ
ば
、
夏
の
世
界
遺
産
委
員
会
で

登
録
が
確
定
す
る
。「
49
基
す
べ
て
認

め
ら
れ
、
大
阪
初
の
世
界
遺
産
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
犬
伏
さ
ん
は
願
う
。

　

世
界
遺
産
に
な
れ
ば
、
来
訪
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
堺
市
で

は
古
墳
群
に
つ
い
て
の「
学
び
」「
交
流
」

「
周
遊
」
を
目
的
と
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
も
計
画
中
だ
。「
登
録
は
ゴ
ー
ル

で
な
く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。
古
墳
と
周

辺
環
境
を
守
り
、
来
訪
者
に
快
く
周
遊

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
街
並
み
と
世

界
遺
産
が
調
和
す
る
環
境
整
備
を
続
け

て
い
き
た
い
」（
十
河
さ
ん
）

　

観
光
客
の
誘
致
効
果
は
も
ち
ろ
ん
あ

る
が
、
世
界
遺
産
本
来
の
目
的
は
、
人

副葬品
上／誉

こん

田
だ

丸
まるやま
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類
共
通
の
遺
産
を
守
り
続
け
て
い
く
こ

と
だ
。
登
録
さ
れ
れ
ば
、
維
持
管
理
を

徹
底
し
、
保
存
状
況
を
報
告
す
る
義
務

が
あ
る
。
府
と
３
市
、
宮
内
庁
も
含
め

て
役
割
分
担
を
決
め
て
、
保
存
管
理
体

制
を
整
え
て
い
る
。

　

１
５
０
０
年
以
上
、
自
然
災
害
に
も

耐
え
抜
き
な
が
ら
、
地
元
で
守
ら
れ
続

け
て
き
た
古
墳
群
。
貴
重
な
文
化
遺
産

を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
大

阪
初
の
世
界
遺
産
登
録
に
期
待
が
高
ま

る
。

高句麗

新羅百済

黄海
伽
耶

倭

（
臣
下
・
家
来
）
や
関
係
者
の
身
分

に
応
じ
て
つ
く
ら
れ
た
墓
、「
陪
塚
」

と
呼
ば
れ
る
中
小
の
古
墳
を
伴
う
。

　
「
古
墳
は
各
政
治
勢
力
の
本
拠
地

に
つ
く
ら
れ
る
の
が
原
則
。
ヤ
マ
ト

政
権
は
、
大
和
・
河
内
・
和
泉
に
中

心
的
な
地
域
基
盤
を
置
く
首
長
連
合

で
あ
り
、
４
世
紀
末
以
降
は
大
阪
南

部
の
勢
力
が
実
権
を
握
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
」（
白
石
さ
ん
）

　

背
景
に
は
、
当
時
、
東
ア
ジ
ア
で

日
本
、
す
な
わ
ち
倭
国
が
置
か
れ
た

状
況
が
あ
る
。
倭
国
は
、
高
句
麗
と


